
（2012年4月1日～2013年3月31日） 

 2012年度 事業報告書 

特定非営利活動法人 ハート･オブ･ゴールド 

1   事業実施の方針 

被災地や紛争地及び開発途上国の子ども達、障がい者、貧困層の人々に対して、スポーツや教育、その他の活動を通じて自立

につながる事業を行い、苦境に立ち向かう人々や子ども達が人生にチャレンジするための「希望と勇気」を持つことが出来る機会

創造に寄与することを目的とする。特に、途上国の人々が自分達のかかえる問題を自らの力で解決していけることを目指し、彼ら

の視点に立って、彼らと共に人材育成に力を注いでいく。 

2   事業の実施に関する事項 

(1)  特定非営利活動に係る事業 

定款の事業名 事業概要 事業内容 実施日 実施場所 

大会等の運営協力と 

対人地雷被害者への 

義手･義足支援他 

･ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ国際ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ 

特別運営協力 

ｱﾝｺｰﾙ遺跡群を巡るAIMS（国際ロードレース協会）公認のﾁｬﾘﾃｨｰﾏﾗ

ｿﾝで 17 回大会を迎えた。前々日にはﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝﾄとして遺跡で現地の子

ども達とのｳｵｰｷﾝｸﾞ＆ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ交流を開催｡ 

71の国と地域から6,426名が参加（ﾗﾝﾅｰ：6241､ｳｫｰｶｰ：185）。日本か

ら専門指導者や一般･学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱも多数参加。 

4 月 

∫ 

3 月 

 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

(ｼｪﾑﾘｱｯﾌ )゚ 

 

･対人地雷被害者への義手･

義足などの支援 

ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ国際ﾏﾗｿﾝ大会から､6 団体を通じて､義手・義足支援、障が

い者､子ども達、貧困者支援等の活動に使用 (本年US$19,400第1回

からの支援総額US$294,417) 

11 月 

∫ 

3 月 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

･ｴｲｽﾞ予防教育 現地NGOと協力してｴｲｽﾞ予防の広報活動を 12月2日に実施  12/1-2 ｼｪﾑﾘｱｯﾌ  ゚

被災地、紛争地にお

ける生活者の自立支

援事業 

 

･日本語教育 
・ 公立小学校内でHGむつみ日本語教室を開校（4 ｸﾗｽ,70名） 

・ 日本の学校と交流(異文化理解・持続可能な開発のための教育) 

4 月 

∫ 

3 月 

 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

(ｼｪﾑﾘｱｯﾌ )゚ 

 

･ﾊｰﾄ･ﾍﾟｱﾚﾝﾂ(里親) 

・ＮＣＣＣ建設事業 

・ 養護施設運営事業（1名退所、3月末現在14名） 

・ New Child Care Center門と塀完成、納屋の改修、スタッフ宿舎改装 

･3.11子ども animoﾌﾟﾛｼ ｪ゙ｸﾄ 

・復興支援として、学校と相談して、必要な支援を実施 

① 野蒜小学校に校外学習（自然教室、全校遠足）と卒業アルバム贈呈         

② 渡波小学校に、鼓笛隊制服支援他 

･現地学校訪問（体育授業・鼓笛隊交代式出席、他） 

宮城県 

福島県 

障がい者ｽﾎﾟｰﾂの振

興、障がい者と健常者

のｽﾎﾟー ﾂ交流の促進 

･ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ障がい者･障がい者

ﾗﾝﾅｰの支援 

・ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ障がい者陸上連盟の運営支援 

・ ｱﾝｺｰﾙﾜｯﾄ国際ﾊｰﾌﾏﾗｿﾝに障がい者ﾗﾝﾅｰを招聘（80名） 

・ 障がい者の自立支援 

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

ﾗﾝﾅｰｽﾞｴｲﾄﾞの促進 

国内外におけるﾗﾝﾆﾝ

ｸﾞ大会、ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ

の主催･後援･協力 

･ｽﾎﾟー ﾂｴｲﾄﾞ事業･ﾁｬﾘﾃｨ  ー

ﾏﾗｿﾝ･ﾁｬﾘﾃｨｰﾃﾞﾅｰ･ﾊﾞｻﾞｰ･

音楽会 

・ 国内のﾁｬﾘﾃｨー ﾏﾗｿﾝ･ｽﾎﾟー ﾂｲﾍﾞﾝﾄなどを実施 

・ ｳﾞｧﾚﾝﾀｲﾝ･ﾁｬﾘﾃｨー ﾃﾞｨﾅｰ他を実施 

主催･後援･協力 実績：13回  

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

その他、この法人の 

目的を達成するため

に必要な事業 

･小学校体育科教育振興事業 

(JOCV協力事業) 

 

・ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ小学校体育科教育普及のため､教育･青年･ｽﾎﾟｰﾂ省

（MoEYS）の人材を育成した。具体的には青年海外協力隊員による

MoEYSの担当官のためのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを実施し、自ら授業を組み立て

る中で、体育授業の進め方や教授法等を教えた。 

・ 新事業の為、前事業実施対象地 5 州をﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞし、体育授業の普及

状況を確認と来年度からの活動準備。指導書印刷準備。 

4 月 

∫ 

3 月 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

 

･研修会･講演会 

･招聘事業 

(岡山県国際課助成他) 

・人道援助などｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑやﾊﾟﾈﾙ展、講演会などを開催･協力 

講師: 有森代表、HG顧問､専門派遣者、ｽﾀｯﾌ､事務局等/29回  

・ｲﾝﾀｰﾝ受入：3 名(大学生の現地研修・本部研修) 

・招聘事業： L to Lﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにより、HGのｶﾝﾎﾞｼﾞｱ人ｽﾀｯﾌを 7-10月

の 4 ヶ月日本に招聘し、体育科教育について岡山県教育委員会等

で学んだ。 

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

･ｽﾀﾃﾞｨー ﾂｱｰ協力 

国際協力の現場視察とﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ体験を通じた国際理解 

・ 実際に現地を見学し、交流することにより貧困･環境･平和･開発など

の問題について理解を深める。(12月企画 ﾂｱｰ、他ツアー協力) 

・ｳｵｰｷﾝｸﾞ大会で日本からのﾂｱｰ参加者との交流 

・学生･団体のｽﾀﾃﾞｨー ﾂｱｰ協力（６団体受入） 

4 月 

∫ 

3 月 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

 

･学校教育支援(ｻｰﾋﾞｽﾗｰﾆﾝｸ )゙

として、総合的な学習･国際

理解･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ教育に協力 

・要請に応じて学校や団体に講師を派遣（岡山ESD助成） 

国際協力、国際交流、国際理解、開発などの実践的学習の協力を行

う。(小･中･高等学校･大学等) 実績：12回  

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

･出版／調査研究／学会発表 
･学術論文・大学紀要（１０）、学会発表（１） 

・ＨＧカンボジア活動現地調査（９月） 

4 月 

∫ 

3 月 

日本 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ 

（2）その他の事業 

定款の事業名 概要 事業内容 実施日 実施場所 

ﾊﾞｻﾞー その他 

物品販売事業 

ﾁｬﾘﾃｨｰﾊﾞｻﾞｰの実施やｸﾞｯｽﾞ

販売･ﾊﾟﾈﾙ展示 

Ｔｼｬﾂ、ｷｬｯﾌﾟ、本などの販売やﾊﾟﾈﾙ展示を通して活動支援金を広く

集める。これに並行して、活動内容の広報を行うとともに、国内での

活動支援者層の拡大を図る。各地区で開催されるｲﾍﾞﾝﾄにも参加｡ 

随時 日本 

 


